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第第第第1111章章章章        研究研究研究研究のののの背景背景背景背景    

第第第第1111節節節節    開発開発開発開発のののの動機動機動機動機およびおよびおよびおよび研究内容研究内容研究内容研究内容    

 

 e ラーニングにおいて自立的な学習が求められるとき，学習者には「好きなときに好

きな場所で好きなだけ」学習する権利が与えられると同時に，「好きなときに学習をや

める」権利も与えられる．ここで，学習者の「やる気」，学習意欲をどう維持していく

かという問題が生まれる．e ラーニングではこの問題に対して，「動機づけ設計」を行

うことで対応する．動機づけは心理学研究の中心的課題であり，さまざまな研究成果が

得られている． 

Web 教材「ハンバーガーショップで学ぶ楽しい統計学」は，ハンバーガーショップ

を舞台に店員とお客（学習者）が協力して，他店と自店の商品の人気を比較したり，新

商品の開発に取り組む過程で統計学の基礎を学んでいくという構成になっている．全

10 章の内容を 1 章から順番に進めていき，各章の最後に「通過テスト」を受け，合格

したら次の章に進むことができる．また，教材内に親しみやすい要素を盛り込むなど，

数学的な内容に抵抗感を覚える学習者でも取り組みやすい教材になっている． 

この教材は独習用として用いられる教材であるため，特に学習者の学習意欲の維持に

対しての工夫が重要になる．そこで，ARCS モデルに基づいて改善を行えばさらに良い

教材になるのではないかと考えた．本研究では Web 教材「ハンバーガーショップで学

ぶ楽しい統計学」を ARCS モデルに基づいて改善した． 
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第第第第 2222 節節節節        ARCSARCSARCSARCS 動機動機動機動機づけづけづけづけモデルモデルモデルモデルについてについてについてについて    
    

学習の動機づけモデルとして，アメリカの教育工学者ジョン・M・ケラーが提唱して

いる ARCS（アークス）モデルがある．このモデルは，学習の際になぜやる気が出ない

のかに焦点を当て，学習意欲を「Attention（注意）：面白そうだな」，「Relevance（関

連性）：やりがいがありそうだな」，「Confidence（自信）：やればできそうだな」，

「Satisfaction（満足感）：やってよかったな」の 4 側面からとらえた，学習の魅力を高

める作戦を整理するための枠組みである．４つの要因の頭文字をとって ARCS モデル

と名付けられている．ARCS モデルは，これまでの膨大な動機づけに関する心理学的研

究や実践から得られた知見を統合して使いやすい形にまとめられたものである． 

 ARCS モデルに沿って，学習意欲の要因を探ると，まずは「Attention（注意）：面白

そうだな」の側面になる．学習の対象に対して，面白そうだ，何かありそうだと注意を

ひかれる部分である． 

 次に「Relevance（関連性）：やりがいがありそうだな」の側面である．学習課題が

何かを知り，やりがいがありそうだ，学びが自分の価値とどうかかわるのかを知る部分

である．課題の価値だけでなく，学習のプロセスを楽しむというのも関連性の一側面で

ある． 

 次に「Confidence（自信）：やればできそうだな」の側面である．学習に意義を見出

しても，達成への可能性が低ければ意欲を失う．反対に学習初期に成功の経験を重ね，

それが自分の努力に見合ったものであれば「やればできる」という自信が得られる． 

 最後に，「Satisfaction（満足感）：やってよかったな」の側面である．学習を振り返

り，努力が実を結び，「やってよかった」という満足感が得られれば，次の学習へつな

がっていく． 

 ARCS モデルの４要因について図 1-1 に示す． 
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第第第第2222章章章章        教材設計教材設計教材設計教材設計    

第第第第 1111 節節節節        ARCSARCSARCSARCS モデルモデルモデルモデルにににに基基基基づくづくづくづく既存教材既存教材既存教材既存教材のののの分析分析分析分析とととと改善点改善点改善点改善点    
    

ARCS モデルを基に魅力的な，WBT 教材を開発するための工夫が提案されている．

これは，代表的な WBT 教材の代表的な構成要素に取り入れることができうる方略につ

いて，まとめられたものである．本研究では，その ARCS モデルに基づいた WBT 教

材の工夫を用いて，既存教材の分析を行った． 

WBT 教材の代表的な構成要素して，タイトル画面，導入部分，メニュー構造，教材

の提示とガイダンス，演習とフィードバック，評価と集結が挙げられる． 各構成要素

ごとの工夫をまとめたものを，表 4-1 に示す． 
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表表表表 4444----1111     ARCS ARCS ARCS ARCS モデルモデルモデルモデルにににに基基基基づいたづいたづいたづいた WBTWBTWBTWBT 教材教材教材教材のののの工夫工夫工夫工夫    

    

    

    

    ARCSARCSARCSARCS 動機付動機付動機付動機付けけけけモデルモデルモデルモデルにににに基基基基づくづくづくづく工夫工夫工夫工夫    

（（（（１１１１））））タイトルタイトルタイトルタイトル    

画面画面画面画面    

AAAA----1:1:1:1:タイトルタイトルタイトルタイトル画面画面画面画面のののの魅力的魅力的魅力的魅力的ななななデザインデザインデザインデザインでででで関心関心関心関心をひくをひくをひくをひく    

AAAA----2:2:2:2:課題課題課題課題にににに関連関連関連関連したしたしたしたタイトルタイトルタイトルタイトル画面画面画面画面ののののグラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックスでででで探究心探究心探究心探究心をををを

喚起喚起喚起喚起するするするする    

（（（（２２２２））））導入部分導入部分導入部分導入部分    RRRR----1:1:1:1:学習目標学習目標学習目標学習目標をわかりやすくをわかりやすくをわかりやすくをわかりやすく示示示示しししし、、、、関連性関連性関連性関連性をををを確立確立確立確立するするするする    

RRRR----2:2:2:2:学習目標学習目標学習目標学習目標をををを明確明確明確明確にににに示示示示しししし、、、、関連性関連性関連性関連性をををを確立確立確立確立するするするする    

CCCC----1:1:1:1:教材教材教材教材がががが学習者学習者学習者学習者ののののレベルレベルレベルレベルにににに適適適適していることをしていることをしていることをしていることを知知知知らせらせらせらせ、、、、自信自信自信自信をををを

つけさせるつけさせるつけさせるつけさせる    

CCCC----1:1:1:1:オプションオプションオプションオプションでででで復習復習復習復習のののの項目項目項目項目をつけるをつけるをつけるをつける    

（（（（３３３３））））メニューメニューメニューメニュー    

構造構造構造構造    

CCCC----3:3:3:3:学習者学習者学習者学習者ににににメニューメニューメニューメニューをををを選択選択選択選択するするするするコントロールコントロールコントロールコントロールをををを与与与与えるえるえるえる    

AAAA----3:3:3:3:各項目各項目各項目各項目ののののチャンクチャンクチャンクチャンクをををを小小小小さくすることさくすることさくすることさくすることでででで学習学習学習学習にににに変化変化変化変化をつけるをつけるをつけるをつける    

CCCC----1:1:1:1:終了終了終了終了したしたしたした項目項目項目項目にににに目印目印目印目印をつけることでをつけることでをつけることでをつけることで残残残残りのりのりのりの項目項目項目項目がががが分分分分かりかりかりかり、、、、    

SSSS----2:2:2:2:項目終了項目終了項目終了項目終了のののの度度度度にににに強化強化強化強化がががが与与与与えられるえられるえられるえられる    

CCCC----3:3:3:3:助言助言助言助言をををを与与与与えることでえることでえることでえることで依存性依存性依存性依存性のののの高高高高いいいい生徒生徒生徒生徒をををを助助助助けるけるけるける    

（（（（４４４４））））教材教材教材教材のののの提示提示提示提示    

ととととガイダンスガイダンスガイダンスガイダンス    

AAAA----3:WBT3:WBT3:WBT3:WBT 教材教材教材教材にはにはにはにはバラエティーバラエティーバラエティーバラエティーにににに富富富富んだんだんだんだ提示方法提示方法提示方法提示方法がありがありがありがあり、、、、変化変化変化変化をををを    

もたせたりもたせたりもたせたりもたせたり    

AAAA----1:1:1:1:ゆるんだゆるんだゆるんだゆるんだ緊張緊張緊張緊張をををを再再再再びびびび戻戻戻戻したりするためにしたりするためにしたりするためにしたりするために用用用用いることがいることがいることがいることが    

できるできるできるできる    

AAAA----2:2:2:2:内容内容内容内容をををを徐徐徐徐々々々々にににに提示提示提示提示するするするする方法方法方法方法やややや部分的部分的部分的部分的にににに答答答答えさせえさせえさせえさせ、、、、探究心探究心探究心探究心をををを

そそるそそるそそるそそる    

CCCC----1,C1,C1,C1,C----2:2:2:2:練習練習練習練習のののの前前前前にににに簡単簡単簡単簡単なななな質問質問質問質問をををを用意用意用意用意したりしたりしたりしたり、、、、リスクリスクリスクリスクなしのなしのなしのなしの反反反反

応応応応をををを促促促促すことですことですことですことで、、、、自信自信自信自信をつけをつけをつけをつけるるるるチャンスチャンスチャンスチャンスをををを与与与与えるえるえるえる    

（（（（５５５５））））演習演習演習演習とととと    

フィードバックフィードバックフィードバックフィードバック    

CCCC----1:1:1:1:学習者学習者学習者学習者のののの技能技能技能技能レベルレベルレベルレベルををををモニターモニターモニターモニターしてしてしてして難易度難易度難易度難易度をををを調節調節調節調節するするするする    

CCCC----2:2:2:2:正答正答正答正答にはにはにはには学習意欲学習意欲学習意欲学習意欲をそそるようなほめをそそるようなほめをそそるようなほめをそそるようなほめ言葉言葉言葉言葉をををを用用用用いるいるいるいる    

CCCC----2:2:2:2:誤答誤答誤答誤答にはにはにはには原因原因原因原因をををを指摘指摘指摘指摘してしてしてして再再再再びびびびチャンスチャンスチャンスチャンスをををを与与与与えるえるえるえる    

CCCC----3:3:3:3:学習者学習者学習者学習者にににに問題数問題数問題数問題数やややや、、、、正答率正答率正答率正答率のののの目標目標目標目標ををををコントロールコントロールコントロールコントロールさせるさせるさせるさせる    

CCCC----2:2:2:2:目標指向性目標指向性目標指向性目標指向性をもたせるをもたせるをもたせるをもたせる    

（（（（６６６６））））評価評価評価評価とととと終結終結終結終結    SSSS----3:3:3:3:テストテストテストテストをををを含含含含むむむむ場合採点場合採点場合採点場合採点のののの基準基準基準基準をををを明確明確明確明確にしにしにしにし、、、、条件条件条件条件をををを演習演習演習演習とととと同同同同

じにすることでじにすることでじにすることでじにすることで公平公平公平公平さをさをさをさを保保保保つつつつ    

SSSS----1:1:1:1:学習技能学習技能学習技能学習技能をををを実用的実用的実用的実用的なななな場面場面場面場面でででで応用応用応用応用できるできるできるできるオプションオプションオプションオプションをつくりをつくりをつくりをつくり    

満足度満足度満足度満足度をををを高高高高めるめるめるめる    
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この表を基に分析した結果，特に，メニュー構造，教材の提示とガイダンス，演習とフ

ィードバックについて改善点を多く挙げることができた．教材の問題点，具体的な改善

点を表 4-２に示す．この結果から，改善版の教材では特に“C”（自信）の側面につい

て，動機づけを強化することとした．    

    

表 4-2：ARCS 動機づけモデルに基づく教材の分析    

    

    

    

    

    

ARCSARCSARCSARCS 動機動機動機動機づけづけづけづけモデルモデルモデルモデルにににに基基基基づくづくづくづく工夫工夫工夫工夫    教材教材教材教材のののの問題点問題点問題点問題点    改善点改善点改善点改善点（（（（実現方法実現方法実現方法実現方法））））    

(3)(3)(3)(3) メ ニ ュメ ニ ュメ ニ ュメ ニ ュ

ーーーー    
構造構造構造構造    

CCCC----1:1:1:1:終了終了終了終了したしたしたした項目項目項目項目にににに目印目印目印目印をををを

つけることでつけることでつけることでつけることで残残残残りのりのりのりの項項項項

目目目目がががが分分分分かりかりかりかり，，，，    

SSSS----2:2:2:2:項目終了項目終了項目終了項目終了のののの度度度度にににに強化強化強化強化がががが

与与与与えられるえられるえられるえられる．．．．    

    

・・・・終了終了終了終了したしたしたした章章章章がひとがひとがひとがひと

目目目目でででで分分分分からないからないからないからない．．．．    
    
・・・・１１１１つのつのつのつの章章章章のののの中中中中でででで終終終終

了了了了したしたしたした項目項目項目項目がががが何何何何

かひとかひとかひとかひと目目目目でででで分分分分かかかか

らないらないらないらない．．．．    

・・・・章章章章がががが終了終了終了終了したらしたらしたらしたら目次目次目次目次ののののペペペペ

ージージージージでででで終了終了終了終了したしたしたした章章章章のののの色色色色をををを

変変変変えるえるえるえる．．．．    

・・・・各章各章各章各章のののの中中中中でででで項項項項がががが終了終了終了終了したしたしたした

らららら色色色色がががが変変変変わるわるわるわるインジケーインジケーインジケーインジケー

タタタタをををを、、、、学習学習学習学習ページページページページのののの中中中中    

にににに常常常常にににに表示表示表示表示するするするする．．．．    

(4)(4)(4)(4) 教 材教 材教 材教 材 のののの

提示提示提示提示ととととガガガガ

イダンスイダンスイダンスイダンス    

CCCC----1,C1,C1,C1,C----2:2:2:2:練習練習練習練習のののの前前前前にににに簡単簡単簡単簡単なななな

質問質問質問質問をををを用意用意用意用意したしたしたした

りりりり、、、、リスクリスクリスクリスクなしのなしのなしのなしの    

反応反応反応反応をををを促促促促すことすことすことすこと

でででで、、、、自信自信自信自信をつけるをつけるをつけるをつける

チャンスチャンスチャンスチャンスをををを与与与与ええええ

るるるる．．．．    

・・・・練習練習練習練習のののの前前前前にににに質問項質問項質問項質問項

目目目目などはなどはなどはなどは特特特特になになになにな

いいいい．．．．    

    

・・・・練習練習練習練習にににに行行行行くくくく前前前前にににに基礎項目基礎項目基礎項目基礎項目

をををを覚覚覚覚えているかえているかえているかえているかチェックチェックチェックチェック

するするするする，，，，セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック機機機機

能能能能をつけるをつけるをつけるをつける．．．．    
    

(5)(5)(5)(5)演習演習演習演習とととと    
フィードフィードフィードフィード    
バックバックバックバック    

CCCC----1:1:1:1:学習者学習者学習者学習者のののの技能技能技能技能レベルレベルレベルレベルをををを

モニターモニターモニターモニターしてしてしてして難易度難易度難易度難易度をををを

調節調節調節調節するするするする．．．．    

    

CCCC----2:2:2:2:正答正答正答正答にはにはにはには学習意欲学習意欲学習意欲学習意欲をそをそをそをそ

そるようなほめそるようなほめそるようなほめそるようなほめ言葉言葉言葉言葉をををを

用用用用いるいるいるいる．．．．    

CCCC----2:2:2:2:誤答誤答誤答誤答にはにはにはには原因原因原因原因をををを指摘指摘指摘指摘しししし

てててて再再再再びびびびチャンスチャンスチャンスチャンスをををを与与与与ええええ

るるるる．．．．    

CCCC----3:3:3:3:学習者学習者学習者学習者にににに問題数問題数問題数問題数やややや、、、、    

正答率正答率正答率正答率のののの目標目標目標目標ををををコントコントコントコント

ロールロールロールロールさせるさせるさせるさせる．．．．    

CCCC----2:2:2:2:目標指向性目標指向性目標指向性目標指向性をもたせをもたせをもたせをもたせ    

るるるる．．．．    

・・・・モニターモニターモニターモニターするようするようするようするよう

なななな機能機能機能機能はははは特特特特になになになにな

いいいい．．．．    
    
・・・・練習問題練習問題練習問題練習問題ののののフィーフィーフィーフィー

ドバックドバックドバックドバックはははは次次次次のののの

学習画面学習画面学習画面学習画面でででで示示示示しししし

てあるのみてあるのみてあるのみてあるのみ．．．．    
    
    
・・・・コントロールコントロールコントロールコントロール機能機能機能機能

はははは特特特特にないにないにないにない．．．．    

・・・・チェックチェックチェックチェックされたされたされたされた項目項目項目項目につにつにつにつ

いていていていて段階段階段階段階をををを踏踏踏踏んでんでんでんで練習練習練習練習でででで

きるきるきるきる，，，，ステップアップステップアップステップアップステップアップ機機機機

能能能能をををを加加加加えるえるえるえる．．．．    
・・・・正答正答正答正答・・・・誤答誤答誤答誤答のののの場合場合場合場合のののの    
フィードバックフィードバックフィードバックフィードバックををををポップポップポップポップ

アップアップアップアップでででで表示表示表示表示するするするする．．．．    
    
    
    
・・・・好好好好きなときにきなときにきなときにきなときに次次次次のののの練習練習練習練習にににに

進進進進めるようにめるようにめるようにめるように選択肢選択肢選択肢選択肢をををを用用用用

意意意意するするするする．．．．練習練習練習練習のののの解答結果解答結果解答結果解答結果

ををををモニターモニターモニターモニターしししし、、、、正答数正答数正答数正答数がががが

上上上上がったらがったらがったらがったら、、、、次次次次のののの項目項目項目項目にににに

進進進進むようむようむようむようアドバイスアドバイスアドバイスアドバイスをををを出出出出

すすすす．．．．    
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第第第第2222節節節節    追加機能追加機能追加機能追加機能    

 

分析の結果から，章で学んだ基礎項目を覚えているか自分でチェックする基礎項目セ

ルフチェック機能，チェックした項目を繰り返し学べるステップアップ機能を追加する

こととした．また，章の中で自分が今どの項目を学んでいるかが分かる進捗のインジケ

ータを学習画面に常に表示するようにした． 
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第第第第3333章章章章        開発開発開発開発    

第第第第1111節節節節    全体全体全体全体のののの構成構成構成構成    
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第第第第2222節節節節    教材開発教材開発教材開発教材開発のののの詳細詳細詳細詳細    

3.2.13.2.13.2.13.2.1 学習者学習者学習者学習者のののの登録登録登録登録    

    

 本教材では，学習者の登録を行い，情報を管理する．理由として，学習の進捗情報，

各練習問題部分での解答結果が学習者ごとに異なるため，各個人ごとに管理が必要とな

るためである．学習者登録の画面を，図 3-1 に示す． 

 

 

 

図図図図 3333----1111    学習者登録学習者登録学習者登録学習者登録のののの画面画面画面画面    
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3.2.23.2.23.2.23.2.2 基礎項目基礎項目基礎項目基礎項目セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック機能機能機能機能    

    

基礎項目セルフチェック機能は，章の中で学んだ基礎項目を覚えているかどうかを自

分でチェックできる機能である．章の目次や応用問題画面から進むことができる． 

こん画面では問題が提示され，それを解きながら進むようになっている．解答するた

めのステップが表示されており，自分で覚えているかどうかチェックする項目はステッ

プ内にそれぞれ複数個用意されている．初めは灰色の画像で伏せて表示してあるが，カ

ーソルをあてることで答えが表示される．その時点で分からない，または曖昧だと思っ

たらステップの横のボックスにチェックをいれる．チェックボタンを押すと，次の画面

で，自分がチェックをいれた項目が表示され，それについて繰り返し練習できる．    

    基礎項目セルフチェックの画面を，図 3-2 に示す．    

    

    

    

図図図図 3333----2222    基礎項目基礎項目基礎項目基礎項目セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック画面画面画面画面    
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図 4-1 修正後の基礎項目セルフチェック画面  
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ステップアップ機能については，分散・標準偏差を求める練習項目にも，

ｔ値の練習項目の画面のようにヒントの式・画像などがあったほうがよい，

各項目の練習画面で，前の項目から続いているような問題文を付け加えた

ほうがよいという意見を得られた．この意見を基に計算の練習を目的とす

る項目の問題画面には，基礎項目セルフチェック画面で用いている，マウ

スオーバーで表示されるヒント画像を加えた（図 4-2）．問題文についても

前の項目からの流れが分かるような表現にした（図 4-3）．また，答えを入

力した後，「答え合わせ」「解答と解説」ボタンを押した際の正誤の表示方

法に関して，学習者が入力した答えと，正答との比較が分かりやすいよう

に，ポップアップ上に並べて表示したほうがよいという意見があった．  

また，解答後の「解答と解説」「次の問題を解く」という選択肢を，入力

された答えと正答が表示されているポップアップウィンドウに表示し，

「解答と解説」が選択された場合には，そのウィンドウの下に解説が表示

されたほうが見やすい，という意見も得られた．この意見を踏まえて，解

答後のポップアップウィンドウの表示の仕方を改善した．改善後の画面図

を図 4-4 に示す．  
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第第第第 3333 節節節節    小集団評価小集団評価小集団評価小集団評価    

 

1 対１評価終了後，改善後の教材が独り立ちしていることを確認できたので，小集団評

価を行った．この評価は 1 対 1 評価と同様，第 4 章部分を教材として用いて行う．こ

の評価は，より多くの学習者に利用してもらい，独学が可能かをさらに確認するために

行う．小集団評価の協力者は，本学部に所属する学生 8 名である． 

 小集団評価の手順は以下の通りである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第第第5555章章章章        おわりにおわりにおわりにおわりに    
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本研究では ARCS モデルに基づいて Web 教材「ハンバーガーショップで学ぶ楽しい

統計学」を分析し，動機づけの自信の側面の強化するため，基礎項目セルフチェック機

能とステップアップ機能を追加した．第 4 章をプロタイプとして開発し，その部分を対

象として，1 度の動作確認と，1 度の 1 対 1 評価を行なった．1 対 1 評価の結果，改善

後の教材部分について，修正すべき点が見つかったため，アンケートなどから得られた

意見をもとに修正を行い，小集団評価に移った． 

さらにより多くの学習者に利用してもらい，独学が可能かを確認するために，小集団

評価を行った．その結果，独学が可能であることが証明され，改善部分についても好意

的な意見を得ることができた． 

最後に第 4 章と同様に残りの 1 章から 9 章までを開発し，動作確認までを行い卒論

を完成させた． 

今後の課題として，追加機能を加えたことで，学習の進捗にどのような効果があるの

か検証していくことが挙げられる． 
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